
 

International Symposium 

“Statistical Measurement of Economic Development 

of China and East Asia Region” 

 

 

国際シンポジューム 

「中国および東アジア圏の経済発展の統計計測」 

 

 

課題：近年における中国と東アジア地域諸国・諸経済の発展に

は著しい不均等が見られる。「アジア危機」を経た今、その格

差は拡大する傾向がある。そのため、ＧＤＰの国際比較に用い

る統計推測にも時宜的な調整の必要が生じた。旧来の「実質」

ドルＧＤＰが必ずしも各国の近十年来の成長の実態を表さな

くなったのである。一方「ＰＰＰ」ドルや「国際ドル」による

表示では中国と日本の経済規模の逆転現象が起きてしまう。本

シンポジュームでは中国を中心にした東アジアの経済発展を

ＧＤＰの統計推測から、再検討しようとするものである。 

 

 

              

日  時：１２月１１日（土） 9：00～  

場  所：明治学院大学 白金校舎 92 会議室（本館９階） 

 

 

 

 

Honorary Guests 
● Lin Xianyu, Chief Statistician, The State Statistical Bureau, China 

林 賢郁  （中国国家統計局総統計師）  

 

 

● 竹内  啓  明治学院大学 国際学部教授 

● 涌井秀行  明治学院大学 国際学部助教授 

● 司馬純詩  明治学院大学 国際学部教授 

● 中井洋樹  明治学院大学 国際学部博士課程 

 

 

 

 

主催：明治学院大学国際学部付属研究所共同研究プロジェクト｢中国における発展の持続可能性｣ 



Program                 11 December, 1999 
 

 

テーマ：GDP Measurement of Development and East Asia Region 

 

 

Chairperson  SHIBA Junji 

 

 

 9：00－ 9：10   Opening Session（オープニング） 

 TAKEUCHI Kei，Meiji Gakuin University 

 竹内  啓（明治学院大学） 

 

 9：10－ 9：50   Keynote Address （基調講演） 

LIN Xianyu, National Bureau of Statistics, China 

林賢郁（中国国家統計局） 

“Progress in China’s Statistical Reform and Issues in the Future” 

 

 9：50－10：00   Question and comment （質問とコメント） 

 

10：00－10：40  WAKUI Hideyuki，Meiji Gakuin University 

涌井秀行（明治学院大学） 

“Dissolve and Reorganization of Post-War Japanese Capitalism after 

Collapse of the Cold-War Order; Japan’s Role and Capacity as a Core of 

Asian ‘Miracle’” 

｢冷戦体制の解体と戦後日本資本主義体制の解体・再編 

―アジア『奇跡』の基軸日本の意義と限界―｣ 

 

10：40－10：50   Question and comment （質問とコメント） 

 

10：50－11：10   Intermission （休憩） 

 

11：10－12：10   Discussion （ディスカッション） 

TAKEUCHI Kei, Meiji Gakuin University 

竹内  啓（明治学院大学） 

 

12：20－14：00   Lunch （昼食） 

 

 


